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線形代数学 I まとめ 2 （逆行列，基本行列）

行列の和，差，積 ２つの m× n行列 A, B に対して，和・差 A±B を成分ごとの和・差

で定める．同様に，スカラー k に対して，kA を定める．いずれも m× n行列であ

る．TEXT p.28 の 1)–8) が成立する．

積については，成分ごとの積とはしない．m × l 行列 A と l × n行列 B に対し

て1，m× n行列 AB を定める．B を列ベクトルに分けて B = (b1 · · · bn) とすると，

AB = (Ab1 · · ·Abn) である2．この積は，TEXT p.30 の 1)–4) の性質を満たすが，

一般に AB = BA は成立しない．

n 次正方行列，単位行列 n×n 行列を n 次正方行列という．特に，対角成分3がすべて

1 で，その他の成分がすべて 0 である n 次正方行列を n 次単位行列といい，In と

書く．

すなわち， In =




1 0 . . . 0

0 1 . . . 0
...

. . .

0 0 . . . 1


 .

任意の m × n 行列 A に対して，

ImA = A, AIn = A

となり，スカラーの 1 にあたる行列である．

逆行列，正則行列 与えられた n 次正方行列 A に対して，AB = BA = In となる n 次

正方行列 B を A の逆行列と呼ぶ．これは，A に対して（あるとすれば）唯１つし

かなく，A−1と書く4．逆行列を持つ行列を正則行列という．正方行列でない行列に

対しては，逆行列は考えない．当然，正則行列ではない．

実は，AB = In 又は BA = In の一方のみが成立すれば，自動的に他方も成立し5，

B は A の逆行列となるので，検算は，一方のみをチェックすればよい．

2次の場合 A =

(
a b

c d

)
に対して，

A が正則行列 ⇐⇒ |A| := ad − bc =\ 0

である．さらにこのとき，

A−1 =
1

|A|

(
d −b

−c a

)

1 Aの列数と Bの行数が一致している (l)ことに注意． 2 行列 A とベクトル b との積 Ab についてはす

でに定義した（まとめ１，p.3 脚注 3）． 3 左上から右下への対角線上に並ぶ成分を対角成分と呼ぶ．右

上から左下への対角線上については，こうは言わないので注意． 4 “A インバース”と読む． 5 一般に
は AB = BA が成り立つとは限らないから，これは，決して “当たり前のこと”ではなく，“特殊事情”で
ある．
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となる．

この ad − bc =: |A| を A の行列式といい，det A とも書く．

一般の場合 一般の n 次正方行列 A に対して，In を右に付け足した n × (2n) 行列

(A In) を行基本変形して，階段行列 F にしたとき6，

A が正則行列 ⇐⇒ F の左半分が In

であり，さらにこのとき，F = (In B) とすると，A−1 = B である．

このことから，“A が正則行列 ⇐⇒ r(A) = n” が分かる．

[例]：A =




1 −2 3

3 −1 2

−1 −2 3


. (A I3) =




1 −2 3 1 0 0

3 −1 2 0 1 0

−1 −2 3 0 0 1


→

(1, 1) 成分を要として−−−−−−−−−−−→
第 1 列を掃き出す




1 −2 3 1 0 0

0 5 −7 −3 1 0

0 −4 6 1 0 1




第 3 行を第 2 行に−−−−−−−−−−→
加える




1 −2 3 1 0 0

0 1 −1 −2 1 1

0 −4 6 1 0 1




(2, 2) 成分を要として−−−−−−−−−−−→
第 2 列を掃き出す




1 0 1 −3 2 2

0 1 −1 −2 1 1

0 0 2 −7 4 5


 第 3 行を−−−−−→

1/2 倍




1 0 1 −3 2 2

0 1 −1 −2 1 1

0 0 1 − 7
2

2 5
2




(3, 3) 成分を要として−−−−−−−−−−−→
第 3 列を掃き出す




1 0 0 1
2

0 −1
2

0 1 0 − 11
2

3 7
2

0 0 1 − 7
2

2 5
2


 = F

となり，F の左半分が単位行列なので，A は正則行列であり，

A−1 =




1
2

0 −1
2

−11
2

3 7
2

−7
2

2 5
2


 .

基本行列と基本変形 “行基本変形は，基本行列と呼ばれる特殊な形の正則行列を左から

かける事で引き起こされる．すなわち，A を行基本変形して B になったら，ある

基本行列 P があり，B = PA である．基本行列の具体的な形は覚えなくてよいが，

このことと，

• 基本行列の逆行列もまた，同じ型の基本行列である．

ということ（TEXT 定理 3.5）は重要である．
以上

6 (A In) 全体でなく，左半分が階段行列になったら変形を止めて F としてよい．
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